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運転慣習にみられるローカル色 
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◆４月から制度改正 

 
 

◆独自の慣習が横行!? 

運転ルールは全国共通のはずですが、地域によって

独自の慣習が横行しています。交差点で直進車を差し

置いて強引に右折するなど、交通法規に違反する例も

多く、観光客や転勤者の目には危険な行為と映ります。

長らく「慣行」と受け止めていた地元の人の間でも、

見直し機運が高まってきているようです。 

 

◆全国各地の交通慣習 

ある新聞によると、「街角で左折しようとしたら対向

車も同時に右折し始め、ぶつかりそうになる…」長野

県松本市ではこのような光景がよく見られるそうです。

地元ドライバーの一部には、交差点で強引に右折する

交通慣習があり、県内外では「松本ルール」と呼ばれ

ているのだそうです。地元の人によれば、もともとこ

の松本ルールは車同士の道の譲り合い精神から生まれ

たといいます。城下町であった松本市は細い道が多く、

右折待ちの後続車は渋滞しがちです。そこで、対向車

が渋滞防止のため右折車を優先させていたのが始まり

とのことです。それが、いつしか右折車の「先を急ぐ

ため」の慣行となってしまいました。 

片側４車線の幹線道路が貫く名古屋市内では、「名古

屋走り」と呼ばれる慣行があるそうです。ウインカー

をしっかり出さない車線変更や、交差点で黄色信号に

なったら速度を上げて通過するなどの荒っぽい運転の

総称とされています。 

また、愛媛県では松山市を中心に、信号が青になっ

た瞬間に直進してくる対向車の前に右折車が割り込む

「伊予の早曲がり」と呼ばれる交通慣習が存在するそ

うです。 

このような独自の交通慣習は各地で見られ、関東で

は「道を譲る」合図に使われることが多いパッシング

（車のライトの点滅）が、関西では「自分が先に行く」

という意思表示に使われることが多いようです。 

 

◆マナー向上と譲り合いを 

なぜ、地域慣習が存続し続けるのでしょうか。地元

ドライバーの「便利だから」という意識が根強く、「染

みついた癖なのでなかなか治せない」という意見があ

ります。また、強引な車線変更や早曲がりなどを、素

早くてうまい運転技術の証しとみなす勘違いも、原因

の１つと言われています。 

これらの交通慣習には、転勤などによる転入者や観

光客を中心に批判が高まり、各地で対策も始まってい

ます。前述の松本市では、交通マナー向上に関するス

テッカーを市内のバスやタクシー会社に配布するなど

しています。多くの車が行き交う路上では、初心者や
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運転技術の未熟な人にも配慮できる運転こそが大切で

あり、譲り合いなど気持ちにゆとりを持った運転方法

こそを地域慣習とする視点を持つべきだと言えるでし

ょう。 

 


